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五
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年
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9
月
げ
日
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9
月
間
日

9
月
山
田

9
月
却
日

9
月
引
日

9
月
幻
自

9
月
お
日

9
月

μ
日

－圃畠

般

会

計

決

算

ど

な

十

議
案
を
可
決

l
i
第
三
国
町
強
会
定
例
会

l
l

会一

計.

歳
出
決
算
額
は
二
十
六
億
九
千
万
円

あ
ら
ま
し
む

審

議

日

程

固
ま
で
会
期
を
八
日
間
と
し
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
歳
入
続
出
決
算
を
は

じ
め
、
条
例
改
正
、
人
事
案
件
を
含
め
二
十
一

議
案
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
認

定
可
決
、
同
意
し
、
請
願
、
陳
情
八
件
に
つ
い
て
決
定
し
、
さ
ら
に
議
員
提
出

議
案
三
件
に
つ
い
て
も
可
決
し
ま
し
た
。

開
会
（
会
期
の
決
定
、
町
長

の
提
案
理
由
の
説
明
）

体
会

本
会
顧
（
質
底
、

一
般
質
問
〉

本
会
鼠

〈
一
般
質
問
）

文
教
厚
生
寮
員
会

産
業
建
設
寮
員
会

・

文
教
厚
生
寮
員
会

総
務
餐
員
会

休
会

本
会
議
、
委
員
長
報
告
、
質

疑、

討
論
、
表
決
、
日
程
の

追
加
、
議
案
三
件
可
決

可
決
さ
れ
た
も
の

V
決
算

（
昭
和
五
十
二
年
度
〉

般

会

計

錦

－
朝
日
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
野

総
特

別

会

計

ヤ

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
後
入

減
出
決
算

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
僚
施
設
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

（
笹
川
、
宮
崎
、

境
の
各
診
療
所
会
計
）

－
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入
総
出

決
算

・
朝
日
町
商
保
外
二
地
以
用
水
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

－
朝
日
町
泊
外
一
地
以
用
ぶ
特
別
会
計
総

入
緩
出
決
算

一～
企

業

会

計

守

・
朝
日
町
立
的
病
院
嚇
業
快
隊

－v予
算

・
附
和
五
十
一．
作
岐
川
明
円
町

一
昨
似
合
計
純

正
予
算
｛
第
二
け
）

・
悶
和
五
十
二
年
度
削
日
・町
簡
易
水
滋
特

別
会
川
僧
正
予
算
ハ
第

一
ワ
〉

－va需
例

（
改
正
及
び
路
什
）

－
朝
日
町
営
霊
き
ゅ
う
車
使
用
t
関
す
る

条
例

一
部
改
正
の
件

・
朝
日
町
厚
生
寮
訟
脳
陣
条
例
廃
止
の
件

－
朝
日
町
営
火
葬
繊
設
侵
条
例
廃
汁
の
件

．
朝
日
町
火
葬
場
使
用
斜
条
例
廃
止
の
件

V
町
の
境
界
変
更
の
件

－
入
普
東
部
土
地
改
良
事
業
の
紙
娘
、
明

日
町
と
人
道
町
の
境
界
を
変
更
す
る
も

の
V
大
字
．
字
の

K
M叫
の
変
更
及
び
出
止
の

・
大
家
此
土
地
法
良
劇
祭
の
結
泉
、

字
の

灰
域
の
変
更
と
府
止
を
す
る
も
の

V
議
員
制
民
出
議
案

・
朝
日
町
公
営
巡
糸
ポ
ス
タ
ー
附
加
．
小
刷
物
の

設
訟
に
川
崎
す
る
後
例
制
定
の
件

－
民名人川証明
．K
門
限
似
簡
に
附
す
る
政
a
h

改
HV

に
つ
い
て
決
議

．
高
岨
帥
聞
鐙
備
と
交
通
安
全
対
策
の
舵
保
に

つ
い
て
の
要
望
的

－v同
窓

・
朝
日
町
教
育
蜜
員
会
の
安
打
い
を
任
命
す

る
た
め
同
意
を
求
め
る
件

－
朝
H
町
固
定
資
産
油
灯
備
事
前
査
委
国
会
の

妥
同
聞
を
退
任
す
る
た
め
同
窓
を
求
め
る

．
人
権
凶
保
護
委
・民
桜
国
間
μ
引
を
俄
せ
ん
す
る

た
め
意
見
を
求
め
る
件

請
願
・陳
情

採
択
に
な
っ
た
も
の

V マママ
町鮭消て I・
営鱒防 I 
火採庁 ／、

葬摘舎 ツ
場事の 消
の業種 防
払に設 ボ
ード つに ン

げいつ プ
にてい の
って更
い新

つ
い

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

マ
小
更
地
内
農
道
改
良
と
町
道
へ
の
w
m
L
L・

げ
に
つ
い
て

’者
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て

と
撤
回
し
た
も
の

¥/. v 

免白い法
除 ＇！見て併
に コ 集
つン溶
いバセ
て イ ン

ンタ

対運
す：怠
るの
自現
動状
fむに
税 つ

常
任
委
員
長
報
告
よ
り

九
川
定
例
会
に
お
け
る
H
P
常
任
後
日
会

は
九
月
二
十
一
け
れ
か
ら
樹
か
れ
、
付
託

案
件
の
犠
査
を
し
た
結
梨
．
滋
後
人
つ

い
て
は
い
ず
れ
も
似
集
ど
お
り
可
決
さ

れ
た
円
、
む
什
常
任
妥
員
会
か
ら
報
化
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
請
願
陳
情
等
に
つ
い

て
は
、
次
の
よ
う
な
機
比
け
が
あ
り
ま
l
v

た。

12・

総

務

委

員

会

ト
l
lハ
ツ
消
防
ポ
ン
ゾ
の
使
紛
に
つ
い

て
、
消
防
庁
伶
の
出
絞
に

つ
い
て
、
町

包
火
線
場
の
払
下
げ
に
つ
い
て
は
そ
れ

そ
れ
願
意
妥
当
と
認
め
以
択
3

ま
た
以

品川
集
活
七
ン
ク
l
週
岱
の
現
状
に
つ
い

て
、
山
国
脱
コ
ン
〆
イ
ン
に
対
す
る
際
向

動
車
税
免
除
に
つ
い
て
は
陳
情
者
か
ら

微

M
の
申
し
出
が
あ
り
、
安
H
A
会
で
こ

れ
を
ゑ
認
す
る
こ
と
に
決
定
。

文
教
厚
生
委
員
会

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て
は

椛
位
、
規
制
等
に
つ
い
て
調
査
検

A
を

必
婆
と
す
る
の
で
総
統
審
資
と
す
る
。

v

産
業
建
設
委
員
会

舵
鱒
訴
州
市
ド
業
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

阿
川
愛
好
者
の
た
め
、
ま
た
町
民
の

W

論
に
対
し
て
も
今
後
ぎ
ら
に
魚
族
の

m

鎚
に

一
段
の
・削
・
必
が
必
要
で
あ
る
と
の

結
織
に
泌
し
、

M
M択
。
ま
た
小
吏
地
内

農
道
の
改
良
と
町
道
へ
の
約
上
げ
に
つ

い
て
は
、
公
団
や
地
取
者
と
の
折
仁
川
nu

余
地
が
あ
る
の
で
鉱
山
肌
事
情
賓
と
す
ら
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一
般
質
問
の
中
か
ら

、

総
合
計
画
の

基
本
的
構
想
に
つ
い
て

質
問

朝
刊
町
総
合
計
闘
が
作
成
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
町
長
の
基
本
的
情
想
を

聞
き
た
い
。

答
弁

い
ま
考
え
て
い
る
こ
と
は
、

学

校
、
役
場
庁
舎
、
そ
の
他
の
公
共
施
設
、

こ
れ
ら
を
結
ぶ
道
路
の
問
題
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
広
く
意
を
求
め

て
十
分
に
検
討
し
、
慎
重
に
進
め
て
ゆ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

第 26 6号 一ひ

ク
マ
や
サ
ル
の

出
没
対
策
は

さ

質
問

今
年
は
、
ク
マ
や
サ
ル
が
出
世
し
、

附
近
住
民
が
困
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答
弁

関
係
の
方
々
に
と
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
な
お
、
道
断
に
は
危
険

で
あ
る
旨
の
た
て
宥
仮
や
全
戸
に
チ
ラ

シ
を
配
布
す
る
な
ど
危
険
防
止
等
の
対

策
の
強
化
に
以
内
め
た
い
。

報 一一一 あu 広

養
護
老
人
ホ

l

ム
の

誘
致
に
つ
い
て

聞和32年 8月 S自
一一・・・・・・・・3 ..使．軍司一一・

質
問

養
議
老
人
ホ
1
ム
を
誘
致
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答
弁

老
人
ホ
l
ム
は
か
ね
が
ね
考
え
て

い
る
が
国
の
事
業
と
な
れ
ば
相
当
な
受

け
入
れ
体
制
も
必
要
で
あ
る
の
で
状
況

を
よ
く
舵
揮
し
、
必
く
な
い
将
来
実
現

き
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農
村
総
合
整
備
モ

デ
ル

事
業
の
見
通
し
は

質
問

農
村
総
合
墜
備
モ
デ
ル
事
業
の
縫

進
と
見
通
し
は
ど
う
か
。

答
弁

農
村
総
合
墜
備
モ

J

ア
ル
事
業
の
総

体
的
な
見
通
し
は
当
初
か
ら
み
る
と
変

っ
て
き
て
い
る
。
速
度
が
孫
ち
て
き
て

い
る
が
、
約
束
の
事
業
は
や
っ
て
も
ら

う
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

総
合
体
育
館
の

利
用
状
況
は
ど
う
か

質
問

総
合
俸
育
館
の
利
用
状
況
は
ど
う

か。

答
弁

昭
和
五
十
二
年
四
月
か
ら
八
月
ま

で
の
利
用
状
況
は
延
人
員
一

七
、
七
七

六
人
で
あ
る
。
火
曜
日
と
祭
臼
を
除
く

と
一
日
平
均
一
四
一
人
と
な
っ
て
い

る。浄
化
酬
に
よ
る

汚
染
対
策
に

つ
い
て

質
問

浄
化
附
に
よ
る
均
水
は
用
州
供
路

ヘ
流
出
し
て
い
る
が
、
出
涜
汚
染
の
川

川
掛
か
ら
ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
る
か
。

答
弁

浄
化
問
の
手
続
き
は
、
保
健
所
の

統
的
に
な
る
の
で
、

川
は
公
川
上
か
ら

の
行
政
折
導
の
強
化
を
は
か
る
と
と
も

に
、
下
水
辺
に
つ
い
て
は
今
後
計
聞
に

基
づ
い
て
突
風
し
た
い
ラ

泊
病
院
の

．
氏
燥
機
械
に
つ
い
て

質
問

朝
日
町
、
入
替
町
の
門
誠
忠
将
で

週
一

度
箇
山
の
病
院
へ
’
り
っ
て
お
り
、

今
後
ま
だ
忠
者
が
憎
え
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
交
通
事
故
の
ぷ
活
に
つ
日
て

は
、
脳
を
お
か
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多

〈
、
応
急
指
慌
を
す
る
た
め
に
は
脳
波

計
を
必
要
と
す
る
が
、
泊
病
院
に
人
rh

透
析
と
脳
波
計
を
購
入
す
る
考
え
は
な

い
か
。

答
弁

泊
病
院
に
は
小
児
税
の
川
遁
も
あ

る
の
で
受
入
体
制
に
つ
い
て
は
耐
院
と

十
分
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
る
の
ま
た

人
工
透
析
や
脳
波
計
に
つ
い
て
は
必
要

と
考
え
て
い
る
。

米
飯
給
食
に
よ
る

給
食
代
は
ど
－
っ
か

質
問

学
校
給
食
に
米
飯
を
導
入
し
、
遡

二
回
実
施
す
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
現

行
の
給
食
費
で
賄
え
ら
れ
る
の
か
。

答
弁

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
給
食
と
い

う
文
部
省
の
指
示
に
基
づ
き
週
二
回
米

飯
の
完
全
給
食
を
行
う
方
針
を
た
て
て

い
る
。
給
食
費
に
つ
い
て
は
十
月
か
ら

小
学
校
で
二
百
円
、
中
学
校
で
二
百
五

十
円
現
行
よ
り
高
く
な
る
，
予
定
で
あ

る
。余

り
米
の

対
策
に

つ
い
て

質
問

笛
山
県
の
今
年
の
米
の
作
例
は

一

士一
九
予
慰
さ
れ
、

当
町
に
お
い
て
も

か
な
り
の
期
収
が
見
込
ま
れ
る
の
に
刈

し
、
米
の
出
荷
限
度
数
屋
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
が
、
余
り
米
の
対
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁

米
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
民
業
団

体
と
州
連
係
の
中
で
、
県
、
国
へ
働
き

か
け
る
と
と
も
に
、
昧
の
良
い
米
作
り

の
奨
酬
と
生
産
活
動
の
ぷ
似
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
じ
り
法
を
考
え
て
い

る。

一

教
育
委
員に

赤

川

重

次

氏

選

任

一

戸

（）一

）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

〉

～

‘

F

b

赤
川

重

次

氏

略

歴

へ

一

崎

寧

l
h
v
h

白
山
県
立
入
警
理
学
校
不明ポ

）

～

’
i

閉
じ
圃
副
司
4

朝
日
町
産
業
、
民
生
、
税
傍
、
総
傍
〈

一

泊

1
1
4可
の

各

課

長

一

九

現

在

〈

〉

九

月

三
十
日
を
も
っ
て
教
育
委
員

弁

農

業

〉

山
口
憲
苑
氏

の

後

任

と

し

て

、

赤

川

重

次

保

護

司

（

～
氏
リ
五
十
九
歳
（
朝
日
町
山
崎
て
七
朝
日
町
森
林
組
合
州
事

〉

郎

山

汁

画

街

路

泊

i
t

桜

町

線

ー

昭

和

五

十

二

年

度

事

業

完

成

；

朝日町の となる布石rfi.i'I酬街路 .il'-t～桜町粉、、の改良

基幹遭路 市3側 、ii’l地内と国道8－~j-淑から綾町聞の
2ヵ所で進められておりますが、桜町地内

のl!{j 如~2f存度工事は、このほど完成しました。
延長 348メートノレ 幅尚 10メー I・IV 

事業資 1.300万円
なお、副道8号線から桜町聞の I.400メー I・ ；レは、｜昭和53年

宣’ぷbXを目指して、関係行方Lfliと以~＜I llであります。
（写真は、完成した桜町地内の都市計画街路）

13) 
7 
3 
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朝日町農業祭

10月28日・ 29日

農産物品評会
展示即売会

朝
日
町
の
農
綜
漁
業
に
対
す
る
認
識
を

深
め
、
農
林
漁
業
者
の
生
産
技
術
の
向
上

と
経
営
意
欲
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

管
内
の
特
産
品
を
紹
介
、
奨
励
す
る
は
ぱ

広
い
町
の
祭
典
と
し
て
、
第
一
回
朝
日
町

農
業
祭
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
よ
り
多
く

出
品
さ
れ
会
場
を
耐
偉
大
に
に
ぎ
わ
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
c

。
主
催

朝
日
町
農
祢
漁
業
振
興
会

。
日
時

十
月
二
十
八
日
〈
金
〉
午
前
十

持
か
ら
二
十
九
日
（
土
）
午
後

五
時
ま
で
の
こ
日
間

。
会
場

品
評
会
及
び
展
示
会

。朝
日
町

中
央
農
協
会
館

ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
競
技
会
！
朝

日
町
中
央
農
協
農
機
具
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
裏

。
行
事
①
康
産
物
品
解
会

般
類
、
葉
菜
類
、
線
菜
類
等
の

農
産
物
、
山
菜
類
及
び
加
工
品

等
の
農
産
物
品
評
会

①
図
表
展
示

コ
シ
ヒ
カ
リ
実
証
回
等
の
裁
経

管
理
体
系
を
図
表
に
よ
り
展
示

①
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

夕
食
の
副
食
献
立
（
一
人
分
量

）
材
料
は
大
豆
及
び
緑
裁
色
野

菜
等
を
利
用
し
た
も
の
で
、
材

料
代
は
ず
一

O
O円
以
内
の
斜
理

ひ 一一さあ報 ・ー広筒和32年 8ll 8 E 
第 3. Ill便物l？可一

①
生
活
工
夫
展

日
常
生
活
に
お
い
て
劃
意
工
夫

し
、
改
良
及
び
改
草
歯
さ
れ
た
も

の
の
腹
示

①
生
花
展

材
料
は
購
入
品
で
な
く
、
自
然

の
草
花
等
を
剰
川
し
た
生
花
民

＠
ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
餓
筏
会

二
十
九
日
午
前
九
時
〈
雨
天
決

行
）
二
人
一
組
で
一
チ
l
ム
と

し
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
仕
業
点
検
、

作
業
機
の
脱
語
、
ロ
l
タ
リ
耕

の
技
を
競
う
。

0
・
贋
幽
懐
具
展
示
会

新
型
農
機
具
及
び
古
い
時
代
か

ら
利
用
さ
れ
て
き
た
農
機
具
の

展
示
会

。
特
産
品
コ
ー
ナ
ー
及
び
即
売
会

農
産
物
、
畜
産
物
、
林
産
物
、

海
産
物
の
展
示
及
び
産
地
直
結

に
よ
る
特
産
品
の
即
売
会

＊
出
品
者
全
員
の
方
に
参
加
賞
を
お
渡

し
い
た
し
ま
す
。

＊
出
品
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
農
協

支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農

地

転

用

は

県
知
事

許

可

r_r 
必

要

で

農
地
（
回
や
畑
）
を
宅
地
や
山
林
等
に

転
用
す
る
に
は
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
転
用
許
可
後
は
す
み
や
か

に
そ
の
目
的
に
供
す
る
乙
と
が
必
要
で
、

長
期
の
遊
休
地
化
や
周
辺
住
民
と
の
聞
に

問
題
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
鹿
地
転
用

許
可
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

7 
4 

乙
の
基
準
に
合
致
し
な
い
と
許
可
さ
れ

な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
次
の
よ
う
な

寒
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①

ほ
渇
骨
量
働
省
帯
公
共
役
資
の
対
象
と
な

っ
た
良
地
は
、
工
事
後
お
お
む
ね
八
年

経
過
し
た
と
乙
ろ
で
由
民
家
体
宅
、
農
業

施
設
用
地
以
外
は
原
則
と
し
て
許
可
に

な
り
ま
せ
ん
。

①

転
用
面
積
は
、
必
要
録
小
限
の
も
の

で
、
農
家
住
宅
は
て

O
O
O平
方
町
、

一
般
住
宅
は
五

O
C半
庁
日
以
内
と
な

っ
て
お
り
転
用
す
る
た
め
の
出
H
h
t
調
進

等
の
見
込
み
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
、

二
千
万
円
以
上
の
事
業
費
弘伊
一周
す
る
場

合
は
、
金
融
緩
関
の
残
高
、
融
資
証
明

等
が
必
要
で
す
。

①

伝
用
地
は
、
農
業
生
庶
条
件
に
及
ぼ

す
影
響
が
少
な
い
こ
と
が
条
件
と
な

り
、
隣
後
初
作
者
の
同
意
ゃ
、
関
係
l
地

改
良
区
、
地
域
関
係
者
と
調
帥
慨
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
朝
刊
町
民
策

委
員
会

舎

U
7
司
一
O
O内
線
三一
工
』

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

く
ね
し
く
は
、
役
場
住
民
課
国
民
年
金

係
（
舎
一
三
：
一
一

0
0、
内
線
二
九
）
へ

(41 

一仙金一厚生年金か内

一一一年…一国民年金へ
りサラリーマンよ、さようなら～

と、自営業に転向した万の、国民年

金加入はどうなっているでしょうか

会社でかけていた厚生年金は、国

民年金と同じ仲間です。次の八つの

制度は、しっかりと手をつないでつ

ながっています。乙れを通算といい

ます。

O国民年会O陣生年金保険
O船員保険

。国家公務員共済組合

O地方公務員共済組合
O公共企業体職員等共済組合

O私立学校教職員共済組合
O農林漁業団体臓員共済組合

たとえば、厚生年金を十二年かけ

た人は、国民年金を十一一一年かけるこ

とによって、通算老齢年金を受げる

ことができます・国民年金に加入し

ないと、厚生年金もかけ捨てという

ことになりかねません。
宅ミミ主噴守、、、、ミ、司、、、句、、、、ミh、ミミミミhミミミミ‘、冬、、父、、－hzミミ、．5S豆、、．マミミミミb・司、ミ、、ミh主主、‘、、、、主肩、、、、、、、5h、、芝、言、‘、、ミ、、、、、‘、、主主ミs・号、、言、父、、‘、、主主主賓まき宅、、司、寄託ミ・君主公

ti)人く た 運 と の 日 時 定 れ在五会

大 審定国しか、性資。営も課まに資氏ま中才委朝
ま ら 郷 にに税で委産音干 はし 、） 員 日
れ敬慕土 j誠温手 越卓 、の安員 員 、た沈は長町 西 査資
て愛 同通に価問。下去の固 吉 委産
いせ に し委正長選審和 性る大定
まら燃実 た員公と任査二 師九西資 〉欠 員評
す。れえ で 指導会 平しさ委十 炎の月六吉次産評 fiB会価

た のをてれ員九
氏 委

氏 常感責任 を職務執期 、 、余設年 た日郎価
のに さ さ間以来 朝 め東京 氏審 逝 員
逝ヨニー多くが

れれ定置日 逝（査 去 長ま行る資、と町 去に七委
は の強 しとと産今同国 ぎ滞十員

町営工事入礼状況

南保継）

一一 10 0万 円以 上 今一一

。泊病院煙導製作工事

工事費 295万円

工期 9月2日～：o月15日

惣！炎18~，~

。農村総合霊備モデル事鍵

（集落排水 7号工事

工事費 203万円

工 期 9月8日～11月28日

延長 142.2~，~ 

。a島村総合益備モデル事業

（築港排水6号工事小更）

工事費 175万円

工期 9月8日～11月28F-l

延長－ 108（.ι 

〈〉旧役場跡地公園造成

工事費 540万円

工期 9月10日～1：月iOU

凶積 2. 1 00平Jj （.，~

〈〉町単林道嫁山線側溝改良工事

工事後 485万円

工期 9月17日～1l月20日

水路 85・:.; 側1,v;- 418（.ぺ

II汚必 4筒同
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中
高
年

生
か
そ
う

そ
の
腕
も
う

中
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間

度

｜
｜
十
月
一
日

l
＋
月
三
十
一
日
！
i

労
働
力
人
口
の
高
年
続
化
が
ま
す
ま
す

進
展
す
る
な
か
で
、

山中
高
年
齢
者
の
雇
用

促
進
対
策
は
逐
年
そ
の
重
要
性
が
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

中
高
年
齢
者
が
、
そ
の
労
働
力
を
十
分

に
亮
指
し
、
生
き
が
い
の
あ
る
鵬
職
業
生
活

を
送
る
乙
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

公
共
幽職業
安
定
所
で
は
、

。
中
高
年
働
者
に
対
し

－
能
力
再
開
発
の
た
め
の
職
業
訓
似
の

受
講

－
職
編
の
適
応
性
を
図
る
略
戦
場
溺
応
訓

均月 2 6 6 号ひさあ報広開和32午 s11 s n 
;pt 3 • Nl（~ltf:I.＇司

薬剤師守； 11~ 僚技術職 ・ 看護婦

採 用募集公告

朝日町

薙

泊病院に勤務する薬剤師等灰療授術職及び行理舗のJ:i:
用について、次の裏舗により草~mを行います。

I
 
I
 

I
－J
 

中朝日町長

間利52年10月10日

練
の
受
講

・
定
年
、
必
職
前
嶋
業
諮
問
、
版
業
訓
純

の
受
講

A

マ
事
幽
罰
金
に
対
し

－
定
年
延
長
へ
の
助
成

．
高
年
働
者
胆
用
奨
励
金
の
支
給

．
職
同
吻
巡
応
訓
練
護
託
斜
の
支
給

な
ど
援
助
制
度
を
股
げ
て
お
り
ま
す
の

で
気
軽
に
と
相
麟
く
だ
さ
い
。

魚
印
公
共
職
業
安
定
所

（
倉
の
七
六
五

。・二
回
l
O一三
六
五

A
m
m公
共
峨
業
安
定
所
朝
日
分
・
制
〈
亀

三
｜

O
一
九
八
）

名

名

名

私

千
干
干
下

若
若
打
打

職区分と採用予定人員

薬剤 f~U
診療放射線技師

助産婦、何護婦、河l：府護姉

あん殿、マ ッサージ、折圧rw
応募資格

ー
’ 

｜問和28年4月2日1

以降に生まれた者1

術｝年例：免

h
H
u
v
 

t
 

h
a

’
 

診僚l反射線

邦l

2. 

’決

愛
の
献
血

協

力

者

芳

名

ー
七
月
実
施
分
｜

永
介
那
隆
（
月
山
）
、
勝
削
減

一
（笹

川
）、

中
村
和
彦
（
南
保
）

、
山
本
武
夫

（山
崎
）
、

高
級
尚
美
（
綾
町
〉
、
河
村

夜
人
（
・六
日陀
〉
、
犬
川
正
勝
（
的
）
、
知

義
銃

一
（
宮
崎
）
、
知
光
行
（
市
民
叩
野

〉
、
米
山
美
子
〈
開
閉
川
〉
、
北
山
丸
子

（蛭
行
〉
、
竹
内
刺
子

（笹
川
〉
、
平
柳

災
〈
荒
川
）
、
淫
沢
郁
子
（
山
附
）
、

山
本

間
（
川）

、
泊
川
市
下
〈
南
保
）

、
小
村
静
子
〈
陶
似
）
秩
山
附
央

（山
附

）
、
市
川
武
ぷ
（
月
山
）

、
森
岡
一川
就
〈

山
正
）
、
氷
以
同
P
利
子
（
縦
氷
〉

、
松
山
郎
先

鋭
（
栄
町
）
、
水
ぬ
利
明
（
包
崎
）

、
北

間利25年4fl2日
jTf. 

2盤

4支

助

行

山
札
山
川
山
（
妹
。
）
、
川
Amn
純
次
（
蛇
作
）

、
得
一
川
仁
志
（
荒
川
）
、
森
木
正
彦

（小〈

家
庄
）
、
伊
東
千
鳥

〈沼
保
）
、
相
山
一

彦
（
道
ド
）
、
議
条
品
（
京
臨
野
）
、

小
山
実
（
山
崎
）
、
青
木
睦
子
〈
ト
入
家

庄
）、

以
藤
よ
し
め
（
道
下
）

、
大
西
喜

美
江

（
泊
）
、
目
附
秀
信

（山
崎
〉
、

高

松
隆
則
〈
泊〉

、
勝
出
息
子
（
笹
川
）
、

近
隣
き
よ
み
（
長
野
）
、
深
沢

一
山

（縫

）
、
土
居
勝
彦
〈
的
）
、
広
川
正
日
必
（
平

柳
）
、
広
瀬
陽
子
（
月
山
）

、
永
井
m
M
m

〈
月
山
〉
、
閉
山
日
日
実
（
道
下
）
、
谷

動
（
綴
尼
〉
、
閉
山
側

〈削〉

、卜
〈
久

保
山
英
子
（
西
町
）
、
広
間
帯
子
（
郡
野

）
、
松
川
伊
子
（
下
山
新
）
、

m水
質

（
下
山
新
）
、
氷
山
治
夫

〈
白
崎
〉

、
水

野
克
行
（
山
崎
）
、
重
野
弘
（
川
山〉

、
谷
口
芳
信
〈
月
山
J

、
水
・
凶
精
一三

（境

）
、
竹
内
普
笛
（
笹
川
〉
、
富
樫
正
治
〈

3. 

所

J (l｝選考

｜昭和52午11月 主として人物について個

而陵及び上旬 別泊i般により選考を行い

（応募者にそ汀l病院 ます。
位）身体検査

身体検査の都度通知し 峨老若遂行に必要な健康度

ます。〉 を有するかどうかについ
て検査します。

身上拾を諸g~~￥：、展開記純泉純その航つい
間通知 ｜｜附畔

fl< 方場II年日

れ
）
、
水
介
山
矢
子
（
不
品
川
品
川
）
、
eN
W

雄

一
（
山
崎
）

、山
中氏側
雅
ナ
（
間
保
）
、

安
達
菜
秘
子
（
山
崎）

、
附
怖
沢
努
刷
（
れ

）
、
償
山
知
広
（
松
鰐
町
）
、
自
附
利
久

（
山
崎
）
、
水
島
和
彦
（
崎
明
）
、
草
山
門

洋

（赤
川
〉
、
伊
勝
友
文
（
－
X
M
m）
、
れ

仲
介
志
美
子
（
綴
水
）
、
島
田
勝
義
（
綴
厄

）
、
総
崎
谷
江
（
平
柳
）
、

尚
徳
作

一
（

道
下
）
、
河
村
勝
之
（
川
山
〉
、
伊
級
定

雪
（
火
隔
）
、

山
本

一
郎
（
山
附
）
、

千

崎

一
笑
（
道
下
）
、
近
江
聞
手
（
一．ん
何
奴

）
、ト
八
浜
消
光

（
宮
崎
〉

、
阿
部
久
剣
火

〈泊
下）

、
字
削
正
弘
（
桜
町
）
、
波
間

正
行
ん
（
川
）

、
氷
見
千
化
子

｛川）

、
トヘ

井
英
政
（
山
崎
新
）
、
加
制
服
部
附
〈
目
的

〉
、
細
内
出
英
（
笹
川
）
、
野
沢
マ

〈

山
崎
）
、
中
尚
紀
子
（
殿
町
）八

六
取
引

戸川
山
亦
十
字
胤
紋
十
ン
タ
｜
）

受付申込手続

次の』類を＇~）！日町役場総務課に提出してください
(1）綬雌由（申込時if6カ月以内に顕った本人と礁
認できるU貝（上~；身 . ）民相．正面刷、たて6

＆ 制ょこ4.5観）をはってください。 ）
i (2) 免許自写し（または在学証明智）

｜ 受付期間 l 思想務店~~~。（金）から同年10月川明）

4. 

巾込刀法

資絡

鍍剤師法に息づく薬剤rwの
免併を現に有している者、
または昭和53年3月までに
受験資絡を取得見込の者

診僚店主射線技師・及び診療ヱ 1nn利28年4月2
7クス線技師法に基づく診
療店主射線技問jの免許－を現に 日以降に＇ I：まれ

行している者、または間飛l た者
師 I 53年3月までに受験資総を

取得見込の者

保健刷、助産師、清護制法
婦 に基づくUIJ産婦、粁護財政
鍋 ｜び准右護附のいずれかの免

｜計を現に有している者、ま 。以降に作まれた者
｜航行護婦 ｜たは悶和53年 3月までに受

』験資絡を取得見込の者。

あん！管マ Jサージ指圧倒｜ 

あ ん 階 ！はり師、きゅう師等に開示 ｜附和23年4月2
マッサージ ｜る法に基づく、あん時マ ァ 日以降に／伝宅れ

指 庄 附 iサージ指圧倒免汗を現に有 た者
｜している者

選考の日時、均所、方法

5. その他

詳細については、妙旧町役騎総務課 宮 （3ー！ 100、内

線16）またはWI病院事務知（官官3-1160）へお問い合わ

せください。

(5) 
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全国いっせい
秋の防犯運動

消
防
団
秋
季
演
習

H
十
一
月
六
日
H

朝
日
町
消
防
団
の
秋
祭
演
習
が
朝
日
町

全
域
に
お
い
て
笑
絡
さ
れ
ま
す
。
当
日
は

サ
イ
レ
ン
を
附
ら
し
ま
す
の
で
、
火
災
と

間
違
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

マ
剣

マ
場

第 26 6 >} 

マ
時

ひさあ

日

十
一
月
六
日
（
日）

叶は
た
く
牧
な
と
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

作
業
停
電
の

b
知
ら
せ

み
な
さ
ま
に
と
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

る
作
業
停
電
は
、
次
に
よ
り
や
む
を
え
ず

行
っ
て
い
ま
す
。

。
家
屋
の
新
宿
築
に
伴
い
お
客
機
か
ら

電
気
の
お
申
込
み
に
よ
っ
て
電
柱
P

電
線
な
ど
の
取
付
作
業
の
と
き
。

。
豪
放
停
竃
を
な
く
す
る
た
め
事
前
に

電
線
、
が
い
し
の
山
崎明
修
理
な
ど
の

強
化
工
事
の
と
き
。

な
お
、
作
業
停
憶
が
あ
る
地
践
の

日
時
や
場
所
は
あ
ら
か
じ
め
新
聞
、

ラ
ジ
オ
、
街
頭
掲
示
、
広
報
箪
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

北
陸
電
力
銀
泊
営
業
所

〈舎

一二
l
ハ
汽
〉
二
八
）

－
午
前
七
時

（
演
習
招
集
信
号
）

－
午
前
八
時
三
十
分
J
午
前

十

一
時
三
十
分

〈消
防
車
サ
イ
レ
ン
吹

的
音
）

な
お
、
当
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

前
十
一
時
三
十
分
ま
で
の
問
、
町
内
金
銭

で
消
防
車
が
放
水
訓
練
を
行
い
ま
す
の
で
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所

朝
日
町
金
銭

間

今年からはじめて全国劇際で、秋の防犯運動が！長

関されます。

運動の重点は、あき巣の忍込みなど伝人部犯の防

止と、自転車盗犯の防止です。

昨年、県下の18町のうち、侵入盗犯の被害が一番

多かったのは入善町の46件で、 二番目が朝日町の39 C. 

件でした。 ζのようなことから泊区域が盗犯防止重 2
点地以に指定されていますc ~ 

盗犯防止のキメ手はカギかけの励行ですっ ； 
また、自転車の?7.i繁敏筈も相次いでおりますc白 4

転車には防犯登録とカギかけを励行しましよう， ： 

一一 10月27日～ 11月2日一一

。秋の防犯遭動統一線語

「おでかけは、ひと声かけて力ギかけてJ

「自転車にカキをかけまし ょうJ

電報電話のご利用について

雪ダイヤルlまメモを見て正砲に

・かける前に番号をよく纏めて

．二局と三局は特に注怠して

まちがえでも、相手が出れは料金かかか

－~ 朝日電線電結局 。

ります。

智相手が出る~でしばらく待とう

－「相手の出るのがJ笠いJとセッカチに1;1;

らないで 30れ持てはほとんどつながり

ます。

・お祝い電話はお早めに

－大安日ゃ土HA!、日曜日は配電のラ ゾシ2

です。

・お祝い電＊は 「配達目指定Jとして配tl.

nの3日以前にお打1－，になると 150ドj;1~： 

引きになります。

. r配j主日指定億報」は、 10円前から予約

受付をしております。
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郵
使
貯
令
月
間

叩
月
1
日
か
ら
叩
月
幻
自
ま
で

蕊
便
貯
金
と
し
て
預
け
ら
れ
た
お
金
は

凶
の
財
政
投
融
資
の
主
要
な
原
賓
と
な
り

凶
民
の
福
祉
僧
進
の
た
め
、
住
宅
の
辿
設

、
公
答
の
防
止
、
生
活
関
境
の
整
備
、ム中

小
企
業
、
農
綜
漁
業
の
近
代
化
、
道
路
、

文
教
施
設
の
鉱
充
に
役
立
て
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

今
後
と
も
一
一
胞
の
ご
置
解
と
ζ
協
方
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
泊
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〉
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今
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の
表
紙
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…
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さ
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図
＋
ま
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五

十
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十
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七
十
～

H

一
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＋
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＋
一
む
な
む
な

山

内
さ
ん
さ
ぶ
ろ
で
ち
ょ
う
ど
一
千
つ
い
M

d

た

（蛭
谷
）
。
明
治
生
れ
の
人
は
こ
の
～

～
欽
や
表
紙
の
歌
で
盗
ん
だ
な
つ
か
し
い

山

内
秋
で
あ
る
。

ぃ

ま
り
遊
び
は
、
古
く
は
平
安
時
代
山
岡
山

～
族
の
聞
で
、
を
に
け
あ
げ
る
「
け
ま
り
d

ご
と
し
て
の
遊
び
が
行
わ
れ
た
の
が
は
V

M

じ
ま
り
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
入
っ

て
か
ら
蝉
力
性
の
山

ど
の
る
糸
ま
り
（
布
製
で
、
五
色
の
糸
で
山

山
か
が

っ
た
ま
り
）
が
で
き
て
、
庶
民
の
山

川
聞
に
広
ま
り
、
地
而
や
ば
で
つ
く
よ
う
v

h

に
な
っ
た
。

明
治
時
代
か
ら
こ
れ
も
一一
ム
製
の
マ
V

〉
リ
に
か
わ
り
、
年
中
の
返
び
に
な
り
、
円

～
ひ
な
祭
り
の
節
句
の
時
に
械
さ
ん
の
里
川

山
か
ら
付
け
届
と
し
て
必
ず
と
ど
げ
ら
れ
v

v
た
。
花
棋
様
の
ま
り
は
隣
近
所
に
配
ら
ん

（
れ
、
ま
す
ま
す
椛
ん
に
な
っ
た
。

川

ま
り
つ
き
の
淑
は
多
く
あ
り
、

い
ち
M

M

れ
つ
だ
ん
ぱ
ん
破
裂
し
て
自
信
敏
争
は
ん

山
じ
玄
っ
た
。

一
番
は
じ
め
は
一
の
宮
、
山

〆
一
匁
の
一

一
期
さ
ん
、
て
ん
て
ん
で
重
り
M

M

、
山
寺
の
お
尚
さ
ん
、

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
山

内
の
時
代
を
反
映
し
て
敬
わ
れ
た
。

近
年
、
女
の
子
の
ま
り
っ
き
遊
び
も
川

山総
に
見
る
あ
そ
び
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
山

川
今
日
な
お
寺
院
や
神
社
の
境
内
で
幼
い
山

町
女
の
子
た
ち
が
、
ま
り
っ
き
遊
び
に
興
山

川
ず
る
mx
を
ま
だ
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

日

〈写
真
は、

笹
川
に
て
）

(7) 
7 
5 
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4・・走 ・ル第 ・鯨
集期ろ 会場 期大 ＋ 会場期日 十一 ス合日 う 日 会七

会 回 ポ泊十 町十 町
町総民 十十月 町民回午病院 一 民 一 民

前月 総月 1'¥ 

ツ六前十 t体A宝~』＼ ス 合グ 六 野
時 ケ 白 球

イヲス 日
育館 （ 日

‘1』 ラ （大
タ

r、、
ト ウ 日会 事日 、J
ボ ン 、』J、＿，

ト

学
校
へ
の
寄
贈

山
崎
小
学
後
へ

コ
凶
崎
山
田
克
久
さ
ん
よ
り
度
外
学

留
周
屋
形
テ
ン
ト
二
張

。
山
崎
小
学
校
後
援
会
（
代
表
七
沢
秋

安
さ
ん
）
よ
り
事
務
及
び
教
務
製
作

機
持
コ
ピ

ス
タ
l

（
台
机
付
き
）

一

r
～
 

舞

朝
日
町
普
意
銀
行

社
会
福
靴
の
た
め
に
と
、
次
の
か
た
が

た
か
ら
普
意
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た。

マ
五
箇
庄
地
以
婦
人
会
か
ら
学
校
、
保
育

所
、
各
施
設
、
基
幹
骨
集
落
セ
ン
タ
ー
へ
と

ぞ
う
き
ん
五
百
校

，J
十八昼、

大
西
明
、
上
本
慢
さ
一ん
が
亡
父

吉
次
郎
さ
ん
の
供
養
の
た
め
香
典
返
し
の

一
部
十
万
円

7
・・境

と
く
各
誕
生
百
祝
い
を
節
約
し

た
一
万
円

マ
山
崎
新
酒
井
三
枝
子
さ
ん
が
亡
長
男

博
史
さ
ん
の
供
養
の
た
め
香
典
返
し
の

一

部
十
万
円

〈
昭
和
五
十
二
年
九
月
十
五
日
現
任
）

お
す
こ
や
か
に

宮

崎

宮

崎
笹

川

信
向
町

僑
向
町

中

町

本

町

清
水
町

平
柳

一紅葉の北又ハイキング

（赤
ち
ゃ
ん
量
生
）

平木筒 ・‘I':｝社長 竹 加 水
問問弁水僑弁内藤鳥

茂 鉄 利 宏俊政胤
鋭機緩明誠之宏明間

一一審加者募集 －－一

二 長 長二長二 三 二二
女女女男女女 男努 ！J.:

.l!~i 1司l 奈附 1岳民間
お‘i 修 rn

笑 美 子美 也静子

10月23日 （日〉

雨．天の場合中Jt: 

朝日町役場前

午前8時20分

日

i合

剣

’‘ 

桜

町

草

野

赤

川谷
辻
岩
崎

殿

町
井
の
口

柳

旧
窪

田

石石石古蓬岩水水勝
;JI：精 縄市 沢弁島野田

お

く

や

み

。

笹

川

O
大

屋

（
）
幸

町

。
上

町

C
清
水
町

O
清
水
町

O
平
柳
一

C
胞
ケ
丘

O
桜

町

C
桜

町

C
赤

川

O
姪

谷

行金凹 Jl''1金 平 1じ下背石 大長

1.000円

程.t護道峠まで自動車：伎復

・1じ文谷にてパーベキュー、

きのこ狩りなど淡しめます0

．午後2時30分北文出発

~道自｛；午後 3 時30分来事

役場前t.r.後 4時30分着（途中

ード車ロiJ)

i人’E 
会

行

7 
6 

清 治 木昭界正紀
人之界茂門夫 市三 雄

三 長長長 二二長 長 二
男 男 女 男 男 女 女女男

亮

二

い
ず
み

麗

子

真
理
子

明

人
活血市

千

里
陽

介
殺

(8) 

死

亡
）

口弁中治沢坂山沢木田西弁

一

三
（
引
）

吉
次
郎
（
乃
）

は
る
（
訂
）

じ
サ
（
日
）

ゆ
き
（
臼
）

つ

や

（
臼
）

ミ
ユ
キ
（
訂
）

み

よ
（

η）

体
制
柑
（
乃
）

き
よ
（
市
〉

龍
蹴
（
卵
）

万
作
（
ロ
〉

40人（店員次第締め切り〉

JO月20日まで、 役場産業課観

光係（雪3噌 1100 内線35)

事録人員

.し込み
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体育の日

鉄道記念日

統計－の日

土 用 入

電報電話記

念日

読書週間

まい辻
10月（神無月）

10日

14日

18ロ
20日

23日

朝
日
町
観
光
展
案
内

O
観
光
写
真
展

O
観
光
み
や
げ
品
ア
イ
デ
J

ア
展

期

日
日
月
！
日
I
N月
3
日

会

渇

朝

日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

朝
日
町
文
化
祭
案
内

O
絵
画
彫
刻
展

O
書
道
脱

O
陶
芸

・

魚
拓
展

O
生
花
展

O
高
在
美
術
展

O
小
中
美
術
展

O
謡
曲
会
（3
日
の
み
〉

期

日

刊
月
1
B
I
H月
3
日

会
場
朝
日
町
福
祉
飢
セ
ン
タ
ー

」
盆
殺
似

期会
C
斜
附
会

期

日

会

湯

0 
会期茶

O
俳
句
会

期

日

会

場 27日

今月の町税

町県民税

（第 3期分）

納期限 ！O月31日

場日

O
菊
花
似

日
月
1
日
l
n月
3
日

朝
日
町
中
央
農
協
泊
支
所

縄 所

相談員

日

込
i
i
g
y－
－

L
ie。‘Har
p
ft
z

人権法律相談

10月18日

午後 l時～午後4時

朝日町福祉センター

人縫僚理要員
け
月
3
日

泊
小
学
校

湯 日 会

け
月
3
日

泊
行
在
所

日
月
6
日

朝
日
町
福
紙
セ
ン
タ
ー

時

ム

日

明
叶
ム
川

島
A
M

談

毎月第1火曜日

午前10時～午後3時

朝日町福祉センター

川上房－ ~行政相談員〉

相談ごとご案内

相政

時

島 所

相談員

ム行

心配ごと相談

毎週火随日

午前10時～午後3時

朝日町福祉センター

<• 3-0576) 

時

~ 

日

所場B

朝
日
町
錦
鯉
品
計
会

日

時

日
月
3
日
午
前
川
時
か
ら
午

後
3
時
ま
で

初
日
町同
m
怯
℃

ン
タ
i
広
湯

メモ
ぷ「元

場

。
図
書
館
だ
よ
り
・

便
利
な
配
本
所
の
利
川

図
由
沼
町
が
泌
く
て
利
用
で
き
な
い
人
の

た
め
に
配
本
所
が
あ
り
ま
す
。
ど
し
ど
し

利
用
し
て
下
さ
い
。

マ
配

本

所

ハ」

廃

朝

日

町

中

央

農
協
境
支
所

宮
崎

野
田
い
の
（
改
観
寺
）
宅

笹

川

笹

川

電
子
工
業
所

山
崎
朝
日
町
中
央
農
協
山
崎
支
所

十

月

は

読

料

週

間

新
し
い
児
叢
轡
〈
絵
本
童
話
）
、
一

般
図
書
が
た
く
さ
ん
入
り
ま
し
た
。
お
母

さ
ん
方
も
子
供
さ
ん
と
一
新
に
図
書
航
を

受通事故巡回相談

第 1.~ 3 月曜日

午前10時～午後3時

黒部市役所

第 1＇第 3水曜日

午前10時～午後3時

県魚津総合庁舎内

魚津地力県民相談室

ム

①臼時

渇所

①日時

場所

！”
U
M
L料、
h
U
Hじ
ト
♂

ph、
ιド

利
用
し
て
下
さ
ト
：

，児

童

・
J

お
母
さ
ん
の

一
日
／
き
つ
れ
の
し
勺
げ

・
川
町
の
む
す
め

ノ
お
お
く
に
ぬ
し
の
ぼ
う

け
ん
J

お
臼
さ
ま
は
ど
う
し
で
て
る
の

ピ
ン
ク
の
く
じ
ら
／
あ
り
が
と
う
く
ま
く

ん
／
ひ
と
り
で
お
っ
か
い
と
ん
ぼ
の
う

ん
ど
う
か
い
〆
ピ
ノ
キ
オ
／
一

体
さ
八

〆

子
じ
か
も
の
が
た
り
／
ト
μ
が
く
ま
に
な

る
と
き
／
か
ば
の
こ
プ
1
7
／
多
毛
留
／

く
じ
ら
に
な
っ
た
一
年
生
／
き
ゅ
う
き
白

う
し
ゃ
の
ひ
ぼ
く
ん
／
パ
れ
と
や
き
い
も

ラ
イ
オ
ン
の
規
子
．〆
長
島
、
五
の
野
球
コ

ー
ナ
／
カ
イ
コ
／
お
ひ
さ
ま
は
ら
っ
ば
，

火
山
は
生
き
て
い
る
／
u
m
と
字
山
川
の
な
ぞ

マ
一
一般国
・冒
’

川

柳

入

門

近

江

砂

人

外

，
I
ど
も
の
成
長
と
母
子
関
係

．ih
谷
直
実

政
治
を
見
陳
そ
う

M

松
下
水
之
助

ロ

マ

ン

の

守

徳

永

隆

平

J

七

物

語

行

蔵

真

一

ぼ
く
の
大
好
き
な
青
山氏

庄

司

暗黒

峠

後

編

4
H
J
益
太
郎

伎
っ
て
何

τ一目
減

広

む
し
ろ
女
人
の
性
を
H
仙
れ
付
せ
よ

平
塚
ら
い
て
う

ぼ
く
は
負
け
な
い
（
あ
る
中
学
生
の
三
年

間）

然

厳

円

必

必

き

怒

関

井

上

前

海
の
向
ζ
う
で
戦
乍
が
徐
ま
る

円
H
U

広
l
it

－RI

多
湖

脳陣

護
腺
嘩
惜
敗

沢

地

久

絞

師
人
画
制
限
社

新
国
次
郎

立
本
望
隆
外

西
川
勢
津
子

西
川
勢
津
子

凶
の
体
鍬
第
九
郷

さ
き
に
愛
あ
り
て

6

m印
の
女
た
ち

突
し
い
キ
モ
／
秋

剣
日
点
の
記

あ
る
く
泊
線

小
凶
原

私
の
家
窃
ノ
ー
ト

新
家
庭
の
家
竃？
と
撚
毘

／
学
生
募
集
／

自
衛
隊
各
学
校

．
・
・幹
部
候
繍
生

A
W
H

怖
いV

入
学
卒
（
見
込
み
｝

て
、
↑
．1
：
ぃJ

殺
未
満
の
明
子

X
は
女
子

’’受

付

γ

川
川

l
H
か
ら
叩
け
お
け
ま
で

－V
防
衛
大
学
絞
学
生

八
資

約
V

高
校
原
〈
見
込
人
）
で
、
二
十

一
－－

歳
未
満
の
明
子

人
受

付
V

山
月

1
Hか
ら
川
U
Hれ
山
内
ま
で

自
衛
隊
生
徒

ム
資

格

V

山叩
学
佐
一
年
（
見
込
み
4

で
、
十
七

銭
未
満
の
別
子

八
受

付

V

H
月
1
日
か
ら
げ
月
お
日
ま
で

交
付
、
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
の
ご

・相
談
は
、
自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部
戸

一－
O
七
六
四
；
代
（
四

一
）
ご
一三
七
－

）勺入
は
朝
日
町
役
湯
総
務
線

（管
一一
J

．
一
一

戸
×
U内
仙
竺
五
）

へ

お
と
こ
の
秘
閃

＝

池
波
正
太
郎

明
は
こ
ろ
り
女
は
ご
ろ
り

聞

辺

則
子

山
川

l
ツ

上

ア

ν
ァ
ク
ス

ヘ
イ
リ
l

犯

州

都

列

此

向

島

田

一
男

峨
国
紙

砦

抑

井

上

靖

愛

の

岱

恋

の

森

加

堂

秀

一一一

京

の

寺

上

水

上

勉

(9) 
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（決められた日時に受けられない方は）
最寄りの会場で浸けてください。 ノ

報広

考鏑区地象tt 渇会

母子手帳持参区

境、宮崎、符川
泊、五箇圧、南保

五箇庄、F簡保
大家庄、山崎

母子手帳持診箔W:センター

母子手帳持参農業センター

母子手帳持参区地全福M：センター

母子干帳持参医地、々：制t.lt－ヒンクー

検穐！斜

1 . 2 0 0 l'J 
Pて山

凶~~ 
泊 Mi 院
躯形 11-H

時子T緩持参区山
出会伺tit－ヒンター

時

午後
1. 00～3.00 

午後
1. 00～3.00 

午後
ト30～3.00

午後
1. 00～3.00 

午後
1.00～2.00 

午後
2.00～3.00 

午後
27（木）

2.00～3.。。
午後28（金）

・1.00～3.00

〉月10 く

刻l日（隈）者象対業
E’ 

地金臓 工会館18（火）4 9年 5月生a・•A
ie-検児量R3 

通知のあった人 i19（水）'J. 投勾ワト

ι
a
f
 

BJ 

25（火）自50年5月生
歪50年 6丹生

'>A 

re' 検児歳2 
子

27（木）5 2イI'-7 JJ !.I: 川児検診カ3 
保

27（木）5 2 {j'. 7月比股関節目見きゅう検査

5 ＇｝ イI'1月牛検診児JJ ー／］9 
鍵

.tu PF.の司I＼備
妊婦の的制

灰地会！繍t:lt－ヒンゲー白ィ；、婦妊級学観母

灰地4モ黒部保健所
泊支 所

Jf f 殿殿町公民的1

野川、中：m; "n＼； 川公民向1

検資料

6 0 0 l'J 
検査料

750円

検資料
7 5 0ドj

附 lf：地以；Ji. :1 i.簡11'.tl、学校

南－，~，J 、

書長谷分絞
折、谷、谷、羽人

午後
1,00～3.00 

午後
1.30～3.00 

'I後
I. 30～3.00 

午後
1.00～3.00 

午前

9.00～10.30 

'I二tli/
9.00～10.30 

． 
‘ 、、， 月1 1 

者：'1( ;:!;:) ちf{J’Ii ，淡相l山
峨健

成

. 9 （氷）
l、l~·提30 2主人

岬砂争責高’J人Jill 人

16（水）
，時

11 （会）(j 守｛希雪会
”会，検人品1l

予

14（丹）
防

18（金）
fi ‘道有l""' o:eシ検

－ 

，， /j’ l
 

Hr 

一
｜
ひ

と
り
ぽ
η
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